
主なマクロ経済指標 2017年 2018年
1. 人口　(百万人) 16.59(2016) -

2. 人口増加率　(%) 3.00(2016) -

3. 失業率　(%) 7.4(2014) -

4. 平均寿命　(年齢) 51.1(男性)/54.4(女性) -

5. GDP　(百万米ドル)*1 21,064(2016) -

6. GDP成長率　(%) 4.2(proj) 4.5(proj)

7. 一人当たりGNI　(米ドル) 1,360(2016) -

8. インフレ率　(%) 6.1(Dec) 7.1(Mar)

9. 消費者物価指数　(2009年=100) 201.18(Dec) 207.62(Mar)

10. 貿易収支　(百万米ドル) -669.34*2 70.66*2

11. 対日貿易収支　(百万米ドル) -22.90*4(2016) 7.11*3

12. 輸出　(総額, 百万米ドル) 6,436.31*2 860.60*2

13. 対日輸出　(百万米ドル) 24.13*4(2016) 37.36*3

14. 輸入　(総額，百万米ドル) 7,105.64*2 789.93*2

15. 対日輸入　(百万米ドル) 47.03*4(2016) 30.25*3

16. 経常収支　(百万米ドル) -932(2016) -

17. 対外直接投資　(百万米ドル) 37 (2016) -

18. 対内直接投資　(百万米ドル) 469(2016) -

19. 金・外貨準備高　(百万米ドル) 2,430(Dec) 2,430(Dec 2017)

20. 対外債務残高　(百万米ドル) 7,900(Dec)
7,900

(Dec 2017)

21. 為替レート　(対米ドル) 9.53ZMW 9.59ZMW  (Mar)

22. 主要政策金利　(現行，年利%) 10.25 (Dec) 9.75 (Mar)

※(　) 内の年月は，その年あるいは月の確定値／予測値。　　 ※小数点第3位以下四捨五入

*1

*2

*3

*4

＜出典＞
1, 2, 5-7, 20:World Bank／3: Zambia Labour Force Survey Report, 2014 (CSO& Ministry of Labour and
Social Security)／4, 16:The World Factbook (CIA) ／8, 9, 10, 12, 14: Monthly Bulletin (CSO) & EIU Country
Report／ 19, 21(2016): Country Report (EIU) ／11, 13, 15:日本国財務省貿易統計／17, 18:UNCTAD／21,
22:Bank of Zambia

ザンビアの経済概況・月報（2018年3月）

2018年1月から2月までの貿易額。1USD=9.83ZMW（2018年2月のザンビア中央銀行為替
相場月平均）を用いて換算

2018年1月から2月までの貿易額。1USD=113円（2018年2月の日銀基準外国為替相場月
平均）を用いて換算

＜2018年2月＞

主要輸出品目：銅／硫酸／発煙硫酸／コバルトの酸化物及びコバルトの水酸化物/コバルト
合金

主要貿易相手国（輸出）：スイス 43.3%，中国 10.4%，シンガポール 8.2%，南ア 7.7%，コン
ゴ(民) 7.0%，その他 23.4%

主要輸入品目：精製銅と硫化物／コバルトの酸化物及びコバルトの水酸化物／石油及び歴
青油（原油に限る。）／軽油／内燃機関用燃料

主要貿易相手国（輸入）：南アフリカ 27.5%，コンゴ(民) 24.1%，中国 10.8%，アラブ首長国
連邦 5.7%，クウェート5.2%，その他 26.7%

1USD=111円（2016年（平均値）の日銀基準外国為替相場）を用いて換算

GDP at market prices (Current USD)

主要な経済ニュース（3月） 

 

１．開発プログラムの予算が約６０億クワチャに上る (Daily Mail, 

６日） 

国庫は先月，国内の開発プログラムと政府事業に対して，５６億

クワチャを投下した。この内，２１億クワチャが公務員の報酬に

割り当てられ，１５億クワチャが債務に充当され，７．９億クワ

チャが補助金，そして１２億クワチャが，投資計画を含むその他

のプロジェクトに割り当てられた。 
  

２．ＩＭＦとの交渉はザンビアのペースで行われている （Daily 

Mail, １０日） 

ザンビア政府とＩＭＦは，支援プログラムに関する交渉を，今年４

月に再開する。ムワナカトウェ財務大臣は，政府はＩＭＦとの交

渉を中断したことはなく，ザンビアはシェアホルダーであるため，

交渉は現在も続いていると述べた。また，ザンビアの開発アジェ

ンダの一端を担うことは，ＩＭＦにとって重要であるとも述べた。  
  

３．ＺＲＡとKaizen Institute of Zambiaが署名 （Times, １７日） 

ザンビア歳入庁（ＺＲＡ）は，法令のフレームワーク内で持続可

能な歳入改善を図るため，Kaizen Institute of Zambiaと覚書に署

名した。チャンダＺＲＡ総務長官は，Kaizen Instituteは，組織の

様々な面において，継続的な改善を達成するための構成化さ

れた方法論のみならず，識別，計画，実施及び測定にかかる改

善のツールを持ち合わせていると発言した。 
  

４．ザンビアが新たな債務管理システムを発表 （Daily Nation, 

２１日） 

ムワナカトウェ財務大臣は，政府は債務管理システムを再検証

中であると述べた。また，「財政管理改革」，「中期債務戦略」及

び「経済安定化成長プログラム」が着実に実施されることを保証

するため，政府は国家の財政情勢に取り組んでいたと発言した。 
  

５．ザンビアが貿易のバリアを削減 （Daily Mail, ２２日） 

ザンビアは昨日，貿易のバリアを削減し，アフリカ内での製品と

サービスの貿易を促すため，アフリカ大陸大の自由貿易地域

（Continental Free Trade Area: ＣＦＴＡ）合意書に署名をした。シ

アメ商業貿易産業次官は，アフリカが自由貿易を取り入れるに

は，生産的な同盟関係の構築，及び産業が好機を活用するた

めの能力が必要であると述べた。 
  

６．ドナーからの援助金を開発へ－政府発言 （Daily Nation, ２

３日） 

政府は，開発を促進するため，２０１８年のドナー援助金の７

０％が開発に使用されるよう保証する，対策を実施すると発表し

た。ムワナカトウェ財務大臣は，本対策は，開発を促進するため

に，２０１８年のドナーからの援助金の吸収能力を確保するため

に実施されると述べた。 
  

７．貿易開発銀行は，６千万米ドルをたばこ産業へ出資 （Daily 

Mail, ２６日） 

貿易開発銀行（The Trade and Development Bank：ＴＤＢ）は，ザ

ンビアのたばこ産業を支援するため，過去２年間で６千万米ド

ル以上を出資した。この出資は，農業産業と農業ビジネスの促

進を目的として，マラウイやウガンダを含む国々へ出資された３

億米ドルの一部である。 
  

８．経済の多角化が政策の後押しを得る （Daily Mail, ２８日） 

ザンビアの経済多角化プログラムの早急な実現が，国会による

「国家産業政策」の承認により後押しされている。ヤルマ商業貿

易産業大臣は，この政策は，国内経済の様々なセクターにおけ

る産業の創出に拍車をかける見込みだと発言した。 

 

 

＜ザンビアの税制度 ～鉱業関連～＞ 
（出典：ザンビア歳入庁(ZRA)，ザンビア採取産業透明性イニシアティブ（ZEITI）） 

 

1.  法人税(Corporate/ Company Tax)：35%。 

 ルサカ証券取引所に上場している企業は30％。 

％。16: (VAT) 付加価値税．2 

3.  採掘権料 （Mineral Royalty）： 

  4-6%（ロンドン金属取引所（LME）の銅価格に応じて変動）。 

4. 関税及び消費税（Customs & Excise Duty）：  

 関税は商品（コモディティ）毎により，0 – 25%と異なる。鉱業の資本設備に関しては免税（ゼロ

関税）。鉱石のまま輸出する場合には15%課税される。 

5．源泉徴収税（Withholding Tax）：15%。 

 

※鉱業権を有する者は，採掘や鉱業関連の活動に必要とされる全ての機材に係る関税，消費税，

及びVATを免除される。 
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（出典：ザンビア中央統計局） 


